
同
志
社
人
物
誌

き
た
が
き
く
に
み
ち

北
垣
国
道

は
じ
め
に

八
九
(
明
治
三
己
年
一
月
、
新
島
襄

の
死
は
目
前
ま
で
迫
っ
て
い
た
。
一
月
十
日
、

大
磯
で
療
養
中
の
新
島
は
京
都
府
知
事
北
垣
国

道
に
書
簡
を
送
っ
た
。
内
容
は
、
前
年
十
二
月

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
理
化
学
校
で
応
用
化

学
の
教
授
と
な
る
下
村
孝
太
郎
へ
引
見
す
る
こ

と
を
懇
望
す
る
書
簡
で
、
下
村
の
知
識
が
京
都

府
下
の
職
工
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
る
こ
と
を

尓
唆
し
て
い
た
。
下
村
は
、
こ
の
後
北
垣
の
娘

と
く
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
下
村
と
北

畑
家
の
関
係
は
、
こ
の
新
島
書
簡
に
始
ま
る
。

そ
れ
か
ら
十
一
日
後
の
二
十
一
日
、
新
島
は
北

坦
に
遺
言
を
残
す
。
そ
れ
は
、
新
島
の
悲
願
で

あ
っ
た
同
志
社
大
学
設
立
運
動
へ
の
援
助
を
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
同
志
社
の
行
末
を

気
に
か
け
て
く
れ
る
よ
う
懇
請
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。

新
島
に
と
っ
て
、
北
垣
と
の
出
会
い
は
ま
さ

に
幸
運
で
あ
っ
た
。
北
垣
な
く
し
て
同
志
社
大

学
設
立
運
動
の
展
開
は
な
か
っ
た
。
北
畑
と
新

島
と
の
関
係
は
、
明
ら
か
に
京
都
府
の
地
方
長

官
と
そ
の
治
政
下
の
一
私
立
学
校
の
長
の
関
係

を
超
え
た
估
頼
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

北
畑
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。
北
珀
と
新

高
久
嶺
之
介

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
)

島
・
同
志
社
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
。
『
新
島
襄
全
集
』
、
北
垣
の
日
記
『
塵

海
』
な
ど
諸
史
料
を
使
用
し
て
、
そ
の
点
を
素

描
し
て
み
ょ
う
。

北
垣
国
道
は
、
天
保
七
(
一
八
三
六
)
年
八

月
二
十
七
日
、
但
馬
国
養
父
郡
熊
座
村
(
現
兵

庫
県
養
父
郡
養
父
町
)
で
庄
屋
北
垣
三
郎
左
衛

門
・

り
き
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
晋

太
郎
。
天
保
十
四
(
一
八
四
己
年
七
歳
の
時

養
父
郡
宿
南
村
の
儒
者
池
田
草
庵
の
青
谿
書
院

に
入
り
、
漢
学
を
学
ぶ
。
青
谿
書
院
で
の
勉
学

一
北
垣
国
道
と
は

同
志
社
人
物
誌
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は
一
十
年
に
及
ぶ
が
、
同
門
に
は
遠
縁
で
後
の

横
浜
正
金
銀
行
頭
取
原
六
郎
が
い
た
。
文
久
三

(
八
六
三
)
年
一
月
、
時
の
尊
皇
攘
夷
運
動
の

影
響
を
受
け
て
郷
里
を
後
に
上
京
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
年
の
十
月
、
平
野
国
臣
の
侶
馬
生
野

の
変
に
加
担
す
る
が
、
事
失
敗
の
後
、
因
州
、

つ
い
で
長
州
に
逃
れ
る
。
何
時
の
時
点
か
不
明

で
あ
る
が
、
こ
の
間
同
じ
尊
皇
攘
夷
運
動
を
通

じ
て
出
会
う
松
田
道
之
(
後
の
滋
賀
県
令
、
東

尿
府
知
事
)
の
推
挙
を
得
て
叢
藩
士
に
な
る
。

明
治
兀
(
一
八
六
八
)
年
月
に
は
、
新
政
府

軍
の
北
越
戦
争
に
加
わ
り
、
功
に
ょ
り
鳥
取
藩

の
応
接
方
に
な
る
。
そ
の
後
明
治
政
府
に
出

仕
し
、
明
治
(
一
八
六
九
)
年
六
月
太
政
官

よ
り
弾
正
少
巡
察
を
命
ぜ
ら
れ
、
す
ぐ
に
弾
正

大
巡
察
に
な
る
。
そ
の
後
、
明
治
四
(
一
八
七

)
年
八
月
、
北
海
道
開
拓
使
七
等
出
仕
に
な

り
、
八
七
四
(
明
治
七
)
年
ま
で
、
浦
河
支

庁
、
樺
太
支
庁
在
勤
を
含
め
、
北
海
道
開
拓
事

業
に
本
格
的
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
十
一
月
、
北
垣
は

兀
老
院
少
書
記
官
に
な
る
が
、
八
七
七
(
明

治
一
0
)
年
四
月
西
南
戦
争
下
の
熊
本
県
大
書

記
官
に
な
り
、
功
に
ょ
り
翌
年
七
月
内
務
省
の

庶
務
局
長
に
な
る
。
順
調
な
出
世
と
口
っ
て
い

一
八
七
九
(
明
治
三
一
)
年
六
月
、
高
知

)
0

し県
令
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
翌
年
三
月
に
は
徳
島
県

令
を
兼
官
す
る
一
局
知
、
徳
島
の
県
令
は

八

(
明
治
)
年
三
月
、
依
願
免
官
ま

＼ノで
続
く
当
時
、
一
局
知
県
は
自
由
民
権
運
動
の

拠
点
で
あ
っ
た
こ
の
地
で
人
心
を
掌
握
し
無

難
に
県
治
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
、
翌
年
一
月

第
代
京
靜
知
事
任
命
の
布
石
に
な
る
。

(
明
治
一
四
)
年
一
月
、
北
坦
は

原
都
府
知
事
に
任
命
さ
れ
、
十
一
年
半
に
わ
た

て
京
都
府
政
を
主
導
し
、
琵
琶
湖
疏
水
な
ど

京
都
の
近
代
化
に
足
跡
を
残
す
。
一
八
九
二
(
明

治
二
五
)
年
七
月
内
開
よ
り
内
務
次
官
に
任
命

さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
固
辞
し
、
以
前
よ
り
関
心

を
持
ち
続
け
て
き
た
第
四
代
北
海
道
庁
長
官
に

任
命
さ
れ
る
。
北
海
道
庁
長
官
時
代
は
一
八
九

七
(
明
治
三
0
)
年
七
月
ま
で
の
五
年
に
及
ぶ

が
、
小
樽
運
河
や
鉄
道
な
ど
社
会
資
本
の
整
備
、

北
海
道
移
民
の
奨
励
な
ど
に
力
を
尽
く
す
。
長

官
辞
任
後
は
、
貴
族
院
議
員
、
枢
密
院
顧
問
官

な
ど
歴
任
す
る
。
晩
年
は
京
都
で
過
ご
す
が
、

一
九
一
六
(
大
正
五
)
年
一
月
十
六
旦
京
都

上
京
区
の
寓
居
で
八
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
。

北
珀
が
京
都
府
知
事
に
就
任
し
た
直
後
民

権
家
小
室
信
介
(
筆
名
大
江
山
人
)
は
『
大
坂

日
報
紙
上
に
「
京
都
府
治
将
来
ノ
目
的
」
を

連
載
し
、
前
知
事
慢
村
正
直
の
「
干
渉
主
義
L

に
対
し
て
、
北
垣
の
場
合
は
「
任
他
ノ
主
義
」

と
し
て
期
待
を
表
明
し
た
。
北
垣
の
初
期
の
京

都
府
政
を
特
徴
づ
け
る
場
貪
「
任
他
主
義
L
と

は
園
い
得
て
妙
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
北
垣
の

府
政
は
、
自
己
の
独
裁
的
権
力
行
使
を
で
き
る

だ
け
避
け
ご
肘
官
僚
の
み
な
ら
ず
民
問
の
人
物

を
活
用
し
て
府
政
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
と
い

う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
京
都

府
会
に
お
い
て
は
府
会
議
員
に
ょ
っ
て
選
出
さ

れ
た
常
置
委
員
に
か
な
り
運
営
の
主
導
権
を
任

せ
、
ハ
ハ
九
(
明
治
三
一
)
年
に
登
場
し
た

市
制
特
例
下
の
京
都
市
会
に
お
い
て
は
市
会
で

選
出
さ
れ
た
名
誉
職
参
事
会
員
に
も
運
営
上
か

な
り
の
権
限
を
与
え
た
。

問
題
は
、
北
畑
一
が
「
任
他
」
し
よ
う
と
し
た

人
々
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
か
で
あ

る
府
の
官
僚
た
ち
を
除
い
て
民
間
の
人
々
で

〒
え
ば
、
京
都
府
会
の
議
長
・
副
議
長
・
常
置

委
貝
な
ど
の
役
職
者
た
ち
、
京
都
商
工
会
議
所

「

二
北
垣
の
「
任
他
主
義
」

八
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お
り
、
北
畑
の

「
任
他
主
義
」
行

政
は
府
会
・
而
.
-
J

会
の
多
数
派
連

挑
行
政
で
も
あ

つ
た
。
こ
の
多

数
派
連
携
行
政

は
、
北
加
府
政

の
末
期
に
は
、

皀

そ
の
矛
盾
を
露

゛

Q
、、

呈
し
て
い
く

゛

)

、

し

、
)
、か

こ
の
点
は

紙
数
の
関
係
で

省
略
す
る
。
重

要
な
こ
と
は
、
北
加
が
依
拠
し
よ
う
と
し
た

人
々
が
、
同
志
社
に
関
わ
っ
た
人
々
、
大
学
設

立
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
北
垣
が
、
京
都
府
行
政
を
「
任
他
主
義
」

に
も
と
づ
い
て
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
浜
岡
、

中
村
な
ど
同
志
社
人
脈
を
無
視
し
て
行
政
を
進

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
山
本

〕
罵
に
つ
い
て
は
、
北
加
が
京
都
に
赴
任
以
降

府
政
へ
影
響
力
を
減
退
さ
せ
て
お
り
、
山
本

の
存
在
が
北
卸
を
同
志
社
に
近
づ
け
た
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い

の
役
員
、
一
八
八
九
年
以
降
の
京
都
市
名
誉
職

参
事
会
員
の
人
々
が
そ
れ
ら
の
人
々
で
あ
っ

た
人
物
で
叩
え
ば
、
田
中
源
太
郎
、
松
野
新

九
郎
、
西
村
七
三
郎
、
浜
岡
光
哲
、
中
村
栄
助
、

西
川
義
延
田
宮
勇
、
雨
森
菊
太
郎
、
伊
東
熊

夫
、
高
木
文
平
、
内
貴
甚
三
郎
な
ど
の
人
々
で

あ
る
。
と
く
に
接
触
が
密
で
あ
っ
た
の
は
、
浜

岡
光
哲
で
あ
り
、
そ
の
従
兄
弟
で
京
都
府
会
議

長
を
長
年
っ
と
め
る
田
中
源
太
郎
も
関
係
が
深

か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
一

部
を
除
き
府
会
・
市
会
の
多
数
派
を
形
成
し
て

で
は
、
北
畑
は
自
己
の
統
治
の
必
要
性
ゆ
え

に
新
島
に
接
触
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
そ

れ
だ
け
と
は
い
え
な
い
。
北
畑
一
は
、
西
洋
文
明
、

と
り
わ
け
西
洋
科
学
技
術
の
吸
収
氣
心
で
あ

つ
た
。
一
八
八
九
年
琵
琶
湖
疏
水
の
水
力
利
用

の
方
法
を
電
気
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
決
断
し

た
こ
と
は
記
憶
し
て
い
い
。
そ
し
て
西
洋
文
明

)
0

し

に
と
も
な
う
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
抵
抗
感

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
北
煽
一
が
キ
リ
ス
ト
教

に
偏
見
か
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
多
い

゛
、
、

か
、
こ
こ
で
は
、
京
都
府
下
の
神
官
な
ど
反
キ

リ
ス
ト
教
の
人
々
か
ら
「
耶
鯱
教
心
酔
者
」
と

み
ら
れ
て
い
蛋
実
の
み
指
摘
し
て
お
く
。

三
新
島
と
北
垣
の
接
触

北
珀
着
任
直
後
に
は
新
島
と
北
垣
の
接
触
が

始
ま
っ
た
ら
し
い
。
一

年
一
月
、
新
島

よ
、

A
 
.
ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
ミ
新
任
の

、

ι

ノ

京
都
府
知
事
が
自
分
に
会
い
た
い
と
い
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
の
惨
は
京
都
に
お
け
る
教
育
制

度
の
改
革
案
を
出
し
た
い
こ
と
、
等
を
伝
え
て

い
る
就
任
西
後
北
始
が
新
島
と
の
接
触
を
積

極
的
に
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て

)
)

し
し北

畑
と
新
島
・
同
志
社
と
の
か
か
わ
り
は
、

同
志
社
人
物
誌

25

八

八



さ
ま
ざ
ま
な
点
て
あ
ら
わ
れ
る
。

第
一
は
、
北
珀
に
ょ
る
同
志
社
生
徒
に
対
す

る
資
金
援
助
で
あ
る
。
一
八
八
一
(
明
治
一
五
)

年
十
月
に
は
、
同
志
社
生
徒
で
鳥
取
県
人
林
拾

の
学
費
補
助
願
を
、
新
島
の
要
請
も
あ
っ
て
こ

れ
を
引
き
受
け
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
こ
の
問
題
で
京
都
府
知
事
が
直
接

夜
に
新
島
宅
を
訪
問
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

北
珀
の
新
島
宅
訪
問
は
、
こ
の
後
も
史
料
上
か

な
り
多
く
見
ら
れ
る
。

第
二
は
、
北
垣
が
新
島
を
通
し
て
、
ア
メ
リ

力
の
工
学
技
術
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と

で
あ
る
。
一
八
八
三
(
明
治
エ
ハ
)
年
三
月
五

日
、
新
島
は
京
都
府
庁
で
北
垣
に
会
い
、
破
石

薬
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
そ
の
結
果
で
あ
ろ

う
か
、
三
月
七
日
、
新
島
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
フ
レ
ン
ド
・
ヒ
ー
ポ
デ
ィ
社
に
破
石
薬

の
見
本
を
送
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
「
破
石

薬
」
を
京
都
府
は
何
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た

の
か
。
琵
琶
湖
疏
水
の
工
事
が
始
ま
る
の
は
一

ハ
ハ
五
(
明
治
八
)
年
で
あ
り
、
こ
の
時
期

は
京
都
・
宮
津
間
車
道
工
事
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
新
島
の
ア
メ
リ
カ

で
の
知
識
を
北
珀
も
欲
し
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

第
三
に
、
新
島
・
北
珀
間
の
親
密
な
関
係
を

示
す
の
は
、
北
珀
の
子
弟
に
新
島
が
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
北
垣
に
は
、
夫

人
多
年
と
の
間
に
三
男
三
女
が
い
た
。
新
島
が

か
か
わ
る
の
は
、
長
男
確
の
教
育
問
題
で
あ
る
。

ハ
ハ
七
(
明
治
二
0
)
年
二
月
頃
、
北
垣
は

確
の
英
学
修
行
に
つ
い
て
新
島
に
問
い
合
わ
せ

を
す
る
。
二
月
二
十
五
日
、
新
島
は
北
垣
に
書

を
寄
せ
英
学
校
生
徒
名
を
家
庭
教
師
と
し

て
推
薦
し
て
い
る
そ
の
後
確
は
、
同
志
社
英

学
校
に
入
学
し
た
ら
し
い
が
、
結
局
卒
業
で
き

な
か
っ
た
ら
し
い
。
一
八
八
九
年
三
月
立
二
日
、

新
島
は
熊
本
英
学
校
の
海
老
名
弾
正
に
書
を
送

り
、
同
校
で
確
の
教
育
を
依
頼
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
も
と
に
、
新
島
は
多
様

な
形
で
北
珀
か
ら
同
志
社
に
対
す
る
援
助
を
引

き
出
し
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
同
志
社
の
行
事
に
対
す
る
北
垣
、
あ
る
い
は

京
都
府
関
係
者
の
出
席
で
あ
る
。
新
島
は
、
一

ハ
ハ
四
(
明
治
七
)
年
四
月
五
日
欧
米
再
遊

の
旅
に
出
発
し
、
翌
年
十
二
月
十
七
日
に
京
都

に
帰
着
す
る
。
帰
着
翌
日
に
は
、
同
志
社
礼
拝

堂
書
籍
館
(
現
有
終
館
)
の
定
礎
式
、
続
い

て
同
志
社
創
立
十
年
期
祝
会
が
運
動
場
に
お
い

て
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
行
事
に
北
預
府
知
事

.

中
井
弘
滋
賀
県
知
事
ら
五
、
六
百
人
が
出
席
す

る
。
ハ
ハ
六
(
明
治
九
)
年
六
月
二
十
五

日
に
は
、
英
学
校
第
十
学
年
期
卒
業
式
、
新

築
講
堂
(
チ
ャ
ペ
ル
)
の
捧
堂
式
を
執
行
し
、

新
島
は
二
日
前
に
北
加
の
来
社
を
要
請
す
る

が
、
北
垣
は
参
加
せ
ず
、
上
下
京
区
長
、
常
置

゛
)
、

委
員
ら
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。
し
か
し
、

北
珀
は
七
月
三
日
に
こ
の
チ
ャ
ペ
ル
を
見
学
し

て
い
る
。
翌
年
六
月
一
十
四
日
に
は
、
同
志
社

神
学
科
卒
業
式
、
つ
い
で
同
志
社
英
語
普
通
科

卒
業
式
に
北
垣
お
よ
び
そ
の
他
の
来
賓
が
出
席

し
て
い
る
。
十
一
月
十
九
日
に
は
、
同
志
社
看

病
始
学
校
病
院
開
業
式
に
も
出
席
す
る
。

ハ
ハ
九
年
六
月
二
十
七
日
に
は
、
看
病
婦
学

校
お
よ
び
女
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
が
、

北
珀
は
新
島
の
要
請
に
ょ
り
こ
れ
に
も
参
加
し

祝
詞
を
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
以
外

に
も
同
志
社
関
係
の
行
事
に
新
島
は
北
畑
知
事

の
出
席
を
要
請
し
、
北
珀
は
自
己
の
都
合
の
っ

く
限
り
出
席
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。新

島
は
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
許
認
可
に
北
垣

の
力
を
借
り
よ
う
と
し
た
。
一
八
八
六
年
は
同

志
社
に
と
っ
て
四
っ
の
重
要
な
許
認
可
の
問
題

が
あ
っ
た
。
一
っ
は
同
志
社
看
病
婦
学
論
可
、

26



ラ
目
は
同
志
社
病
院
の
認
可
、
三
つ
目
は
神

学
専
門
科
設
置
総
可
、
四
つ
目
は
一
八
八
三

年
三
一
月
の
徴
兵
令
改
正
に
対
応
し
た
処
置
、

す
な
わ
ち
歩
兵
操
練
科
設
置
総
可
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
、
新
島
は
何
度
も
北
垣
を

訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
三
つ
目
ま
で
は
、

北
垣
の
陰
の
援
助
も
あ
っ
て
成
功
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
四
つ
目
の
歩
兵
操
練
科
設
置

は
、
た
と
え
北
加
の
善
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

森
有
礼
文
部
大
臣
や
文
部
官
僚
の
壁
の
前
に
は

新
島
の
努
力
は
徒
労
に
帰
す
の
み
で
あ
っ
た

(
た
だ
し
北
垢
が
こ
の
問
^
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
た
か
を
知
り
う
る
史
料
は
な
い
)
。

け
る
。
な
お
、
原
は
、
北
垣
の
紹
介
で
、
士
倉

庄
三
郎
の
長
女
で
同
志
社
女
学
校
生
徒
士
倉
富

子
と
結
婚
す
る
が
、
翌
年
二
月
二
十
五
日
、
祗

園
中
村
楼
で
行
わ
れ
た
式
は
、
北
垣
の
媒
酌
、

新
島
の
司
式
で
あ
っ
た
。

(
明
治
三
)
年
は
新
島
が
大
学

一
ハ
ハ
ハ

設
立
運
動
を
本
格
的
に
再
開
す
る
と
と
も
に
、

北
垣
の
こ
れ
に
対
す
る
援
助
も
拡
大
し
た
年
で

あ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
象
徴
的
事
例
は
、
四
月

十
二
日
の
知
恩
院
山
内
の
大
広
間
を
会
場
に
し

た
明
治
専
門
学
校
設
立
の
た
め
の
大
集
会
で
あ

る
。
こ
の
日
の
集
会
に
は
、
北
垣
知
事
・
府
会

議
員
・
上
下
京
区
長
・
府
内
有
志
家
ら
「
六
百

有
余
名
」
が
参
加
す
る
。
こ
の
日
新
島
は
、
「
私

立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意
、
京
都
府
民
二
告

ク
」
と
題
し
て
演
説
し
、
北
垣
も
賛
成
の
演
説

を
行
う
。
こ
の
集
会
の
会
場
は
、
知
恩
院
側
の

説
明
に
ょ
れ
ば
、
最
初
京
都
府
社
寺
係
中
川
武

俊
の
書
面
に
ょ
る
依
頼
、
さ
ら
に
北
珀
が
大
き

く
か
か
わ
っ
た
保
勝
会
の
会
員
内
貴
甚
三
郎
の

直
接
の
要
請
に
ょ
り
貸
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
。
明
ら
か
に
北
坦
の
力
に
ょ
り
開
か
れ
た

大
集
会
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
、
新
島

は
、
北
垣
と
何
度
も
会
談
し
、
京
都
府
官
吏
の

出
席
を
要
請
し
、
北
珀
も
新
島
邸
を
訪
問
す
る

四
大
学
登
運
動
と
北
垣

新
島
に
対
す
る
北
垣
の
後
援
が
明
確
に
現
れ

る
の
は
大
学
設
立
運
動
で
あ
る
。
北
垣
が
い
な

け
れ
ば
運
動
が
あ
の
よ
う
に
拡
が
っ
た
か
ど
う

か
疑
わ
し
い
。

北
垣
が
、
本
格
的
に
新
島
の
大
学
設
立
運
動

に
か
か
わ
る
の
は
一
八
八
七
年
以
降
で
あ
る
。

こ
の
年
、
新
島
は
北
垣
を
通
じ
て
原
六
郎
横
浜

正
金
銀
行
頭
取
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
同
年
六

月
、
東
上
し
た
新
島
は
、
北
垣
の
添
書
を
も
っ

て
原
に
会
い
、
寄
付
金
応
募
の
約
束
を
取
り
付

同
志
社
人
物
誌

な
ど
積
極
的
に
こ
れ
に
応
え
た
。

北
垣
は
、
そ
の
後
も
区
長
に
運
動
へ
の
関
与

を
懇
諭
し
、
新
島
の
要
曹
よ
り
原
六
郎
の
寄

付
金
出
金
に
努
力
す
る
な
ど
、
側
面
の
支
援
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
。

一
八
八
九
年
に
な
る
と
、
病
勢
の
進
行
も
あ

つ
て
か
、
新
島
の
北
坦
へ
の
依
存
度
は
よ
り
露

骨
に
な
っ
て
い
く
一
月
十
六
日
、
新
島
は
、

内
海
忠
勝
兵
庫
県
知
事
へ
の
協
力
要
曹
失
敗

し
た
後
翌
日
北
珀
に
書
を
寄
せ
、
「
自
分
に
は

種
々
熟
考
し
て
も
名
案
は
な
く
、
京
阪
神
の
有

力
者
(
豪
家
・
豪
商
)
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
『
閣

下
特
殊
の
御
工
夫
』
を
い
た
だ
け
な
い
か
」
、
と

哀
願
す
る
ま
た
、
地
方
官
会
議
出
席
の
た
め

東
京
滞
在
中
の
北
畑
に
宛
て
た
二
月
六
日
付
の

新
島
の
書
で
は
、
「
多
く
の
知
事
方
に
面
会
の
際

同
志
社
大
学
設
立
の
こ
と
を
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
、
将
来
そ
の
地
方
に
遊
説
員
出
張
さ
せ
る

時
充
分
ご
助
力
い
た
だ
く
よ
う
御
頼
み
い
た
だ

)
、

き
た
い
、
ま
た
御
旅
館
お
尋
ね
の
知
人
中
へ
も

し

同
志
社
大
学
設
立
旨
趣
書
等
を
お
渡
し
い
た
だ

き
た
い
し
、
と
要
請
す
る
。

北
垣
も
新
島
の
熱
意
に
応
え
た
。
『
塵
海
』
に

次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
こ
の
年
十
月
東
上

し
て
い
た
北
珀
は
、
十
九
日
に
三
井
銀
行
の
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北垣国道略歴

1836(天保7)年

1843(天保14)年

1863(文久3)年

8月27日但馬国養父郡熊座村(現兵庫県養父郡養父町)で庄屋北垣

三郎左衛門、りきの長男として生まれる。幼名晋太郎。

儒者池田草庵の青谿書院に入り、漢学を学ぶ。

1月尊王攘夷運動の影響を受けて上京。

10月但馬生野の変に加担。事失敗の後、因州ついで長州に逃れる。

1月新政府軍の北越戦争に加わり、功により鳥取藩の応接方にな

る。

6月弾正少巡察を経て後、弾正大巡察に任命される。

8月北海道開拓使七等出仕。1874 (明治7)年まで、浦河支庁、

樺太支庁在勤を含め、北海道開拓事業に従事。

稔月元老院少書記官。

4月西南戦争下の熊本県大書記官に任命される。

7月内務省庶務局長に任命される。

6月高知県令に任命される。(~1880年12月)

3月徳島県令を兼官。(~1880年12月)

1月京都府知事に任命され、Ⅱ年半にわたって京都府政を主"し、

琵琶湖疏水など京都の近代化に足跡を残す。

10月宮内省(京都)支庁長を兼任。(~1885年5月)

7月第4代北海道庁長官に。1897年7月までの5年に及び、小樽

運河や鉄道など社会資本の整備、北海道移民の奨励などに力

を尽くす。その後、貴族院議員、枢密顧問官など歴任。

1月16日京都で81歳の生涯を閉じる。

1868(明治元)年

1869(明治2)年

1871(明治4)年
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1875(明治 8)年

187フ(明治10)年

1878(明治11)年

1879(明治12)年

1880(明治13)年

1881(明治14)年

1883(明治16)年

1892(明治25)年

1916(大正 5)年

西
村
虎
四
郎
に
会
っ
た
際
、
同
志
社
の
理
化
学

教
育
が
京
都
商
工
業
に
有
益
で
あ
る
こ
と
、
す

で
に
大
坂
住
友
、
藤
田
東
京
岩
崎
、
渋
沢
、

原
等
が
寄
付
を
承
諾
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
力

説
し
、
西
村
に
三
井
一
党
の
寄
付
を
承
諾
さ
せ

る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
北
垣
自
身
が
運
動
員
の

様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
ま
た
、
同
志
社

の
教
育
の
中
で
、
北
珀
が
最
も
期
待
し
て
い
た

の
は
理
化
学
教
育
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
島
は
明
ら
か
に
北
垣
を八

頼
り
に
し
た
し
た
が
っ
て
、
新
島
は
、

ハ
ハ
年
以
降
は
大
学
設
立
運
動
に
関
す
倫
報

を
ほ
と
ん
ど
選
ぶ
こ
と
な
く
、
同
一
志
向
の
人

物
に
対
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
た
感
が
あ
る
。

そ
し
て
、
北
煽
も
、
そ
れ
に
呼
応
し
、
政
府
顕

官
や
地
方
官
へ
の
添
書
を
ほ
と
ん
ど
た
め
ら
い

な
く
書
い
て
い
た
形
跡
が
あ
る
新
島
の
宿
願

達
成
に
果
し
た
北
珀
の
役
割
は
も
っ
と
知
ら
れ

て
い
い
。

(
注
)
年
号
は
明
治
、
力
(
八
七
)
年
ま
で
和
暦
を
優
先

し
、
明
治
六
(
八
L
 
)
年
以
降
西
暦
を
優
先
し
た




